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ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
・
水
素
・
省
エ
ネ

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
運
営
体
制
確
立

日
本
ガ
ス
協
会
、
都
市
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

２
０
１
３
年
度
導
入
実
績
（
累
計
設
置
容
量
）
を
公
表

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
本
年
度
に
販
売
が
始

ま
る
燃
料
電
池
自
動
車
へ
の

水
素
供
給
体
制
を
整
え
る
た

め
、
水
素
事
業
運
営
会
社
を

設
立
す
る
と
発
表
し
た
。
新

会
社
名
は
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
水

素
サ
プ
ラ
イ
＆
サ
ー
ビ
ス
」

で
、
本
年
10
月
の
設
立
だ
。

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
一
般
社
団
法
人
次
世

代
自
動
車
振
興
セ
ン
タ
ー
の

「
燃
料
電
池
自
動
車
用
水
素

供
給
設
備
設
置
補
助
事
業
」

に
採
択
さ
れ
た
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
燃
料
電
池
自
動
車

に
水
素
を
供
給
す
る
設
備
）

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
同

補
助
事
業
は
燃
料
電
池
自
動

車
の
普
及
を
促
進
し
、
関
連

産
業
の
振
興
や
雇
用
創
出
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

同
社
は
今
後
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
ブ
ラ
ン
ド
の
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
一
体
型
の
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｓ
一

体
型
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
全

国
で
展
開
す
る
。
福
岡
県
や

愛
知
県
で
す
で
に
実
証
店
が

運
営
さ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｓ
一

体
型
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
同
社

が
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
運
営
店
に
委
託
す
る

方
式
で
行
わ
れ
る
。

一
方
、
燃
料
電
池
自
動
車

の
普
及
の
初
期
段
階
に
お
け

る
効
率
的
な
水
素
供
給
の
手

段
、
ま
た
空
地
の
少
な
い
都

市
部
に
お
け
る
水
素
供
給
の

手
段
と
し
て
、
新
た
に
２
つ

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
し

て
い
る
。
水
素
供
給
を
単
独

で
行
う
固
定
式
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
単
独
型
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）
と
、
水
素
の
需
要
場
所

に
移
動
可
能
な
移
動
式
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
だ
。

10
月
設
立
の
新
会
社
は
Ｊ

Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
か

ら
の
委
託
を
受
け
て
、
単
独

型
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
移
動
式

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
運
営
す

る
。
ほ
か
に
水
素
の
製
造
出

荷
設
備
の
運
営
や
水
素
配
送

な
ど
の
関
連
業
務
を
担
う
。

新
会
社
が
首
都
圏
で
運
営
す

る
の
は
、
単
独
型
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
３
店
舗
（
東
京
都
八
王

子
市
、
東
京
都
杉
並
区
、
神

奈
川
県
横
浜
市
）
と
、
横
浜

市
内
で
の
移
動
式
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
６
基
だ
。

ま
た
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
、
工
場
で
製
造
し
た

水
素
を
水
素
ト
レ
ー
ナ
ー
で

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
輸
送
す
る

オ
フ
サ
イ
ト
方
式
と
、
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
で
原
料

（
灯
油
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
、
天
然
ガ

ス
な
ど
）
を
改
質
し
て
水
素

を
製
造
す
る
オ
ン
サ
イ
ト
方

式
が
あ
る
が
、
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
主
に
オ

フ
サ
イ
ト
方
式
を
採
用
す
る
。

▶
名
古
屋
市
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

　
ン
神
の
倉
店
」
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
一
体

　
型
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
証
実
験
中

一
般
社
団
法
人
日
本
ガ
ス

協
会
は
７
月
18
日
、
全
国
２

０
９
の
都
市
ガ
ス
事
業
者
を

対
象
と
し
た
調
査
結
果
ほ
も

と
に
、
２
０
１
３
年
度
の
都

市
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
導
入
実
績
を
ま
と
め
た
。

２
０
１
３
年
度
末
の
都
市

ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
コ
ー
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
ス
チ
ー

ム
タ
ー
ビ
ン
を
除
く
）
の
累

計
設
置
容
量
は
４
９
１
・
２

㌗
と
な
り
、
２
０
１
２
年
度

に

比

べ

て

９
・

３

万

㌗

（
１
・
９
㌫
）
の
増
加
と
な

っ
た
。

ま
た
累
計
設
置
件
数
は
１

９
万
１
１
０
４
件
と
な
り
、

２
０
１
２
年
度
末
に
比
べ
て

３
万
４
５
４
６
件
（
２
２
・

１
㌫
）
の
増
加
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
業
務
用
と
産

業
用
の
合
計
件
数
は
６
９
２

１
件
で
、
２
０
１
２
年
度
末

に
比
べ
て
２
６
５
件
（
４
・

０
㌫
）
の
増
加
、
家
庭
用

（
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
、
燃
料
電

池
）
の
件
数
は
１
８
万
４
１

３
８
件
で
、
２
０
１
２
年
度

に
比
べ
て
３
万
４
２
８
１
件

（
２
２
・
９
㌫
）
の
増
加
と

な
っ
た
。

都
市
ガ
ス
業
界
は
、
今
後

も
環
境
性
・
効
率
性
等
に
優

れ
た
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
都
市
ガ
ス
コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
普

及
促
進
に
努
め
て
い
く
。

代表取締役社長
冨樫　浩司　氏

京
都
議
定
書
な
ど
で
問
題

視
さ
れ
て
い
る
代
替
フ
ロ
ン

ガ
ス
（
Ｒ
22
）
の
使
用
を
２

０
１
５
年
に
６
割
削
減
、
東

京
五
輪
開
催
予
定
の
２
０
２

０
年
に
全
廃
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
経
済

産
業
省
は
、
全
廃
に
向
け
冷

媒
転
換
が
急
速
に
進
行
し
て

い
く
と
見
通
し
て
い
る
。

日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

総
排
出
量
は
、
12
億
５
９
０

０
万
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２

の
う
ち
代

替
ガ
ス
（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
）
の
排
出

量
が
１
８
３
０
万
ｔ-

Ｃ
Ｏ

２

で
約
１
・

５
％
を
占
め
て

い
る
（
２
０
１
０
年
現
在
） 

。「
地
球
温
暖
化
を
抑
制
す

る
う
え
で
こ
の
値
は
軽
視
で

き
な
い
。
こ
の
排
出
量
を
産

業
機
器
で
見
る
と
冷
凍
・
空

調
設
備
機
器
が
約
９
３
％
を

占
め
る
」
と
い
う
調
査
分
析

も
報
告
さ
れ
て
い
る
（
公
益

社
団
法
人
・
日
本
冷
凍
空
調

学
会
）。

冷
媒
に
関
連
す
る
各
省
庁

で
も
動
き
が
活
発
で
あ
る
。

環
境
庁
は
自
然
冷
媒
（
炭

化
水
素
系
冷
媒
）
の
使
用
推

進
を
提
唱
す
る
。
経
済
産
業

省
で
は
「
有
力
な
冷
媒
の
代

替
促
進
が
期
待
さ
れ
る
」
と

の
見
解
の
も
と
、
ノ
ン
フ
ロ

ン
に
資
す
る
先
導
的
技
術
へ

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
文
部
科
学
省
と
と
も
に

推
進
す
る
の
が
、
グ
リ
ー

ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
国
戦

略
）
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で

「
ノ
ン
フ
ロ
ン
機
器
な
ど
の

開
発
・
実
証
の
加
速
を
通

じ
、
海
外
に
先
駆
け
た
実
用

化
を
推
進
さ
せ
る
」
と
い
う

目
標
を
掲
げ
る
。

特
許
庁
で
も
海
外
に
向
け

た
姿
勢
を
強
調
す
る
。
同
庁

で
行
っ
た
関
連
調
査
の
総
合

分
析
で
「
自
然
冷
媒
へ
の
転

換
の
推
進
と
こ
れ
に
関
わ
る

省
エ
ネ
の
技
術
の
一
層
の
向

上
、
技
術
開
発
、
製
品
化
の

促
進
に
よ
り
、
日
本
の
優
位

性
を
示
し
た
い
」
と
の
方
向

を
提
言
す
る
。　

　●
冷
媒
は
フ
ロ
ン
系
か

ら
自
然
系
へ　

こ
う
し
た
動
向
の
な
か
特

定
・
代
替
に
次
ぐ
〟
第
三
の

フ
ロ
ン
ガ
ス
〝
と
し
て
、
自

然
冷
媒
へ
の
機
運
が
高
ま
っ

て
い
る
。

新
冷
媒
で
求
め
ら
れ
る
要

件
は
、

・
環
境
特
性

・
安
全
性

・
効
率
性

・
熱
的
特
性

で
あ
る
。

自
然
冷
媒
の
な
か
で
も
、　

と
く
に
「
炭
化
水
素
系
新
自

然
冷
媒
ガ
ス
」
が
次
代
に
向

け
て
従
来
の
冷
媒
ガ
ス
に
取

っ
て
代
わ
る
と
期
待
さ
れ
、

欧
州
の
産
業
界
で
は
今
や
主

流
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
特

性
も
右
記
の
要
件
を
す
べ
て

ク
リ
ア
し
、
と
く
に
Ｏ
Ｄ
Ｐ

は
ゼ
ロ
、
Ｇ
Ｗ
Ｐ
も
ご
く
僅

か
と
優
れ
て
ぃ
る
。（
※
１

参
照
）。

こ
う
し
た
冷
媒
変
換
に
は

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
コ

ン
ビ
ニ
業
界
が
積
極
的
で
あ

る
。
経
済
産
業
省
の
「
第
２

６
回
産
業
構
造
審
議
会
」
の

報
告
で
は
、
大
手
企
業
が

「
自
然
冷
媒
を
冷
蔵
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
な
ど
に
変
換
使
用
し

て
い
き
た
い
」
と
の
方
針
を

示
し
て
い
る
。
各
社
と
も
チ

ェ
ー
ン
多
店
舗
展
開
と
な
る

た
め
、
機
器
の
設
置
数
（
冷

媒
使
用
量
）は
膨
大
と
な
る
。

そ
れ
だ
け
に
斯
界
で
使
用

さ
れ
る
冷
媒
の
状
況
は
、
今

後
一
変
す
る
で
あ
ろ
う
。　
　

某
ス
ー
パ
ー
の
場
合
、
冷

凍
冷
蔵
機
器
で
全
消
費
電
力

量
の
３
５
％
を
占
め
る
（
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
調
べ
）。

ま
た
経
済
産
業
省
の
推
計
に

よ
る
と
、
２
０
２
０
年
ま
で

の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
は
冷
蔵
冷

凍
機
器
の
方
が
空
調
機
器
よ

り
も
多
い
。「
別
置
き
型
冷

蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
だ
け
で

７
４
％
を
占
め
る
。（
※
下

表
）「

中
型
以
上
の
機
器
は
冷

媒
量
が
多
く
ハ
ー
ド
の
寿
命

も
長
い
た
め
早
期
か
ら
の
冷

媒
代
替
の
促
進
が
必
要
」
と

の
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　●
５
０
％
以
上
の
消
費

電
力
削
減
を
実
現

こ
の
よ
う
に
新
冷
媒
へ
の

転
換
が
迫
ら
れ
る
な
か
、
省

エ
ネ
効
果
や
環
境
保
護
の
面

に
優
れ
た
炭
化
水
素
系
新
自

然
冷
媒
ガ
ス
が
、
注
目
さ
れ

て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ン
ク
株

式
会
社
（
東
京
都
・
千
代
田

区
）
は
、
同
社
の
炭
化
水
素

系
新
自
然
冷
媒
ガ
ス
「
Ｇ-

大
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。　

今
回
の
大
き
な
特
徴
は
①

消
費
電
力
５
０
％
以
上
の
削

減
の
実
現
と
②
冷
媒
交
換
だ

け
で
現
行
機
を
継
続
稼
働
で

き
る
こ
と
。
（
①
は
40
万
円
強

／
月
の
費
用
が
発
生
し
て
い
る

１
施
設
あ
た
り
の
空
調
の
場
合

の
年
間
コ
ス
ト
を
基
に
し
て
い

る
。
②
で
は
お
客
様
が
現
在
使

用
し
て
い
る
冷
蔵
冷
凍
機
が
冷

媒
交
換
だ
け
で
そ
の
ま
ま
動
か

せ
る
。
再
設
計
の
手
間
や
潤
滑

油
・
シ
ー
ル
の
交
換
な
ど
も
一

切
不
要
）

ま
た
「
試
験
導
入
制
度
」

は
、
事
前
に
電
力
代
の
削
減

値
測
定
や
費
用
対
効
果
の
検

証
・
診
断
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
お
客
様
は
い
き
な
り
本

格
導
入
し
な
く
て
よ
い
の
で
、

リ
ス
ク
が
避
け
ら
れ
ま

す
。
お
客
様
が
自
社
の
状
況

に
適
応
し
て
安
心
し
て
導
入

が
実
現
で
き
ま
す
。　

こ
う
し
た
電
力
コ
ス
ト

面
、
簡
便
性
、
顧
客
満
足
サ

ー
ビ
ス
が
今
回
の
メ
リ
ッ
ト

を
前
面
に
打
ち
出
し
て
行
け

ば
、 

５
０
億
円
の
売
上
げ
目

標
も
達
成
で
き
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。（ 

２
０
１
６
年
度
）

 

ま
た
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た

省
エ
ネ
や
環
境
保
護
な
ど
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
今
回
も
活
か

し
、
産
業
界
さ
ら
に
社
会
へ

の
貢
献
に
務
め
る
つ
も
り
で

す
」冨

樫
社
長
の
夢
は
大
き
く

膨
ら
む
。

※１　炭素水素系新自然冷媒ガス：冷媒とは空調や冷凍の機器内で低温から高温へ熱を運ぶための気体・
液体のこと。「炭素水素」は、人工ではなく自然界に存在する様々な物質（自然冷媒）の一つ。ＧＷＰ
（地球温暖化係数）が小さく、ＯＤＰ（オゾン破壊係数）がゼロという特性を持つ。

グローバル
リンク

炭化水素系新自然冷媒ガス「G-POWER」                        
 次代に向け冷蔵冷凍分野へ 

我が社の技術

出典：経済産業省

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
」
の
本
格
提
供

を
今
春
か
ら
開
始
し
た
。
既

存
の
空
調
分
野
に
留
ま
ら
ず

今
後
は
、
一
層
の
効
果
が
期

待
で
き
る
冷
蔵
冷
凍
分
野
へ

の
事
業
を
新
た
に
強
化
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。　
　

こ
れ
に
よ
り
同
社
は
今
ま

で
以
上
に
自
然
冷
媒
市
場
へ

の
積
極
的
参
入
を
推
進
す

る
。
炭
化
水
素
系
新
自
然
冷

媒
ガ
ス
の
業
界
シ
ェ
ア
拡
大

を
図
り
、
業
界
上
位
の
座
を

狙
う
。　

そ
の
供
給
先
と
な
る
の

は
、
主
に
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
じ
め

食
品
小
売
業
や
倉
庫
業
。
冷

媒
が
使
用
さ
れ
る
機
器
は
冷

蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、
冷
蔵
冷

凍
庫
と
な
る
。

こ
う
し
た
供

給
先
の
将
来
性

か
ら
も
、
確
実

な
市
場
参
入
が

見
込
め
る
。　

冨

樫

社

長

は
、
今
回
の
抱

負
を
こ
う
語
る
。

「

我

が

社

は
、
こ
れ
ま
で

太
陽
光
発
電
、

蓄
電
の
シ
ス
テ

ム
さ
ら
に
空

調
で
の
『
Ｇ-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
』

の
使
用
実
績
が

定
評
を
得
て
い

ま
す
。
こ
う
し

た
技
術
力
を
以

て
、『
炭
化
水

素
系
の
冷
媒
の

冷
蔵
冷
凍
使
用

は
不
向
き
』
と

の
定
説
を
覆
し

今
回
の
事
業
拡


